様式２　県規則様式第18号（第10条関係）
火薬類消費計画書（その１）

	1.
	工事
	・工事の種類

	
	
	・契　約　先

	2.
	発破の種類
	・装薬別：孔発破、蛇穴発破、張付発破、坑道発破、その他(　　　　)

・用途別：切取発破、坑内発破、地上発破、小割発破、採石発破

　　　　採土発破、ベンチカット発破、抜根発破、水中発破

　　　　坑道式発破、高温孔発破、人工地震発破、建築物発破、

　　　　その他(　　　　)

	
	(
	〇印で囲んだ方法による。　
	)
	

	
	
	・発破実施時刻　第１回　　　時　 　分　　　第４回　　　時 　　分

　　　　　　　　第２回　　　時　 　分　　　第５回　　　時 　　分

　　　　　　　　第３回　　　時　 　分　　　第６回　　　時 　　分

・１日の消費見込量(最大)爆薬又は火薬　　　kg、電気雷管　　　個

・月間の爆薬又は火薬消費見込量(最大)　　　　　kg

	3.
	発破方法
	・電気雷管の斉発数(最大)　　　　　　　　　個

・導火線発破の連続点火数(最大)　　　　　　個

	
	(


	〇印で囲んだ方法による。

　


	)


	・導火線点火

(1)点火具：線香・ＴＭライター

(2)退避遅延防止具：発破時計

　　　　　　　　　　 捨て導火線

                       点火指揮者


	・電気点火

　(1)電気雷管の種類：瞬発、ＤＳ、ＭＳ

　(2)電気発破用器具

　　　発破器(　　　　　　　発掛)

　　  発破母線の長さ　　　　　　m

補助母線・絶縁用具・テスター

光電池導通試験器

漏洩電流検知器

雷探知器

	4.
	申請所要数量の基礎計算
	土木工事等
	発破対象物　 発破対象物の量　 申請所要量

 １m3当り

・爆薬量　　　　　㎏×　　　　　m3＝　　　　　㎏

・火薬量　　　　　㎏×　　　　　m3＝　　　　　㎏

・電気雷管　　　　　個×　　　　　m3＝　　　　　個

・工業雷管　　　　　個×　　　　　m3＝　　　　　個

・導火線　　　　　㎏×　　　　　m3＝　　　　　㎏

	
	
	人工地震に

よる物理

探査等
	
	孔数
	１孔の平

均装薬量
	１孔の平均

 使用回数
	申請所要量

	
	
	
	・爆薬量
	
	×
	
	×
	＝
	㎏

	
	
	
	・電気雷管
	
	×
	
	×
	＝
	個

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	5.
	火薬類取扱所の構造
	

	6.
	火工所の構造
	


火薬類消費計画書（その２）

	7.
	危険予防の方法
	・警戒の方法

	
	
	・警告の方法

	
	
	・防護装置

	
	
	・交通制限

	8.
	作業従事者氏名
	別紙、火薬類取扱従事者名簿のとおり

	9.
	消費場所付近の見取図
	別紙、火薬類消費場所付近の見取図のとおり

	10.
	運搬
	貯蔵所から消費場所までの距離

　　　　　　　km
	運搬に用いる器具又は容器
	運搬方法

	
	
	
	
	

	11.
	購入先名
	

	12.
	製造業者の氏名又は名称
	

	13.
	火薬類の取扱

及び消費方法

(該当条文を〇印で囲むこと。)
	・火薬類の取扱及び消費方法は、規則（第５１条、第５２条、

第５２条の２、第５３条、第５４条、第５４条の２、第５５条、

第５６条）を遵守します｡


(注)　1.「火薬類取扱所の構造」、｢火工所の構造｣については、構造図面及び建物の周辺を含めた配置図を添付すること｡

　　　2.「消費場所付近の見取図」は、様式８を用いるとともに案内図(国土地理院等発行の1/25,000程度の地形図に消費場所を記入したもの)を添付すること｡

